
４．退職給付引当金の明細

（単位：円）

区 分 期 首 残 高 当期増加額 当期減少額 期 末 残 高 摘 要

退職給付債務合計額 11¶801¶753 3¶997¶100 10¶820¶903 4¶977¶950

退職一時金に係る債務 11¶801¶753 3¶997¶100 10¶820¶903 4¶977¶950

退職給付引当金 11¶801¶753 3¶997¶100 10¶820¶903 4¶977¶950

８．運営費交付金債務及び運営費交付金収益の明細
\ 運営費交付金債務の増減の明細

（単位：円）

交 付 年 度 期 首 残 高 交付金当期交付額

当 期 振 替 額

期 末 残 高
運営費交付金収益 たな卸資産見返

運営費交付金
資産見返運
営費交付金 資 本 剰 余 金 小 計

平 成 20 年 度 ` 749¶813¶000 723¶318¶494 19¶288¶810 ` ` 742¶607¶304 7¶205¶696

0

0

0

0

合 計 0 749¶813¶000 723¶318¶494 19¶288¶810 0 0 742¶607¶304 7¶205¶696

５．法令に基づく引当金等の明細

特別記念事業準備金

（単位：円）

区 分 期 首 残 高 当期増加額 当期減少額 期 末 残 高 摘 要

特別記念事業準備金 13¶784¶083¶855 0 9¶022¶881¶897 4¶761¶201¶958 ~

計 13¶784¶083¶855 0 9¶022¶881¶897 4¶761¶201¶958

~ 独立行政法人平和祈念事業特別基金等に関する法律の廃止等に関する法律（平成18年法律第
119号）第２条及び独立行政法人平和祈念事業特別基金に関する総務省令第19条の規定に基づき、
中期目標において特別記念事業に要する費用の目途とされ、理事長が必要額として決定した金額
20¶000¶000¶000円を、平成19事業年度において特別記念事業準備金として計上し、同額の資本金
を減少したものであります。

当該準備金は、特別記念事業の事業費額に、当該事業にかかる財務費用及び収益を加減した金

額を取崩すこととしており、平成20年度においては、9¶022¶881¶897円を当該事業の費用に充てる

ため取崩しております。

６．資本金の明細
（単位：円）

区 分 期 首 残 高 当期増加額 当期減少額 期 末 残 高 摘 要

資本金 政府出資金 20¶000¶000¶000 0 0 20¶000¶000¶000

計 20¶000¶000¶000 0 0 20¶000¶000¶000

７．積立金の明細
（単位：円）

区 分 期 首 残 高 当期増加額 当期減少額 期 末 残 高 摘 要

積立金 433¶027¶822509¶990¶617 � 943¶018¶439 0当期積立額
509¶990¶617

国庫納付金
713¶463¶215

前中期目標期間
繰越積立金

229¶555¶224

前中期目標期間繰
越積立金

0229¶555¶224 0 229¶555¶224積立金からの振
替額

229¶555¶224

計 433¶027¶822739¶545¶841 � 943¶018¶439 229¶555¶224

~ 積立金の国庫納付等
１．前中期目標期間最終年度の積立金の期末残高は433¶027¶822であり、これに前中期目標期間の
最終年度の未処分利益509¶990¶617を加えると、積立金は943¶018¶439となる。
２．この積立金943¶018¶439のうち、今中期目標期間の業務財源として繰越の承認を受けた額は
229¶555¶224であり、差し引き713¶463¶215については、国庫に納付した。
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